
550 

『
歴
年
記
』
に
見
る
清
初
地
方
祉
舎
の
生
活

山岸

本

緒

美

『
歴
年
記
』
は
、
清
初
上
海
の
人
挑
廷
逃
が
自
ら
の
一
生
の
出
来
事
を
記
録

し
た
、
約
八
前
向
字
の
回
想
記
で
あ
り
、
一
九
八
二
年
に
出
版
さ
れ
た
上
海
人
民

出
版
社
編
『
清
代
日
記
陛
抄
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
作
者
挑
廷
溢
(
{
子
は
純

如
)
は
、
明
末
の
崇
顧
元
(
一
六
二
八
)
年
に
生
ま
れ
、
明
清
交
替
期
の
動
観

や
清
初
の
江
南
統
治
を
身
を
以
て
鐙
験
し
、
康
照
三
十
六
三
六
九
七
)
年
頃

ま
で
生
き
た
人
で
あ
る
。
名
望
家
の
子
弟
と
し
て
教
育
は
受
け
た
も
の
の
、
科

翠
の
試
験
と
は
全
く
縁
が
な
く
、
市
井
の
一
知
識
人
と
し
て
、
一
家
の
生
計
を

た
て
る
た
め
に
あ
く
せ
く
と
奔
走
す
る
生
活
を
迭
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
『
歴

年
記
』
の
中
か
ら
、
挑
廷
逃
の
経
済
生
活
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
出
し
、
紹
介

し
て
み
た
い
。

銚
廷
迷
は
、
様
々
な
織
業
を
鐙
験
し
て
い
る
。
概
括
す
る
な
ら
ば
、
清
の
上

海
卒
定
(
一
六
四
五
年
秋
〉
直
後
、
十
八
歳
で
一
商
寅
に
手
を
染
め
た
の
を
皮
切

り
に
、
商
業
を
三
年
程
、
農
業
経
営
(
分
種
〉
を
九
年
程
、
上
海
燃
の
斉
吏
を

十
年
程
、
以
上
は
い
ず
れ
も
極
め
て
不
安
定
な
生
計
手
段
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
「
坐
守
を
算
計
し
」
、
老
年
に
至
る
ま
で
約
三
十
年
問
、
農
業
(
自
耕
)
と

塾
の
数
師
と
で
生
計
を
た
て
た
。
『
歴
年
記
』
の
年
々
の
記
述
か
ら
我
々
は
、

挑
廷
逃
が
、
多
様
な
枚
入
機
舎
の
中
で
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
隠
じ
、
取
捨
選

揮
を
行
な
っ
て
ゆ
く
様
子
、
及
び
そ
の
背
景
に
あ
る
清
初
上
海
地
方
の
祉
曾
的

経
済
的
製
化
を
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
山
芹
本
美
絡
先
生
の
御
都
合
に
よ
り
、
大
曾
首
日
に
題
目
・
内
容
が
右

記
の
も
の
に
獲
更
さ
れ
ま
し
た
。
)

院
涯
に
つ
い

て

|
|
世
界
史
と
個
人
史
と
よ
り
|
|

木

織

下

矢

院
波
の
皐
問
を
、
歴
史
事
象
と
し
て
、
二
つ
の
方
向
よ
り
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
に
、
こ
の
皐
汲
の
聞
学
聞
は
、
世
界
史
の
な
か
で
こ
そ
形
成
さ
れ
た
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ω明
代
中
期
以
降
西
洋
の
皐
術
が
流
入
し
た
こ

と
に
よ
る
、
暦
算
同
月
平
等
に
於
る
皐
力
の
向
上
と
い
う
こ
と
と
共
に
、

ωこ
の
撃

波
の
業
績
の
基
本
が
、
顧
炎
武
由
来
の
古
韻
皐
を
深
化
し
、
本
文
校
訂
、
小
皐

的
研
究
の
全
て
に
、
そ
の
皐
的
認
識
を
行
き
亙
ら
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
か
か
わ
り
、
抑
々
そ
の
古
韻
皐
と
い
う
皐
閉
そ
の
も
の
が
、
古
代
イ
ン
ド

の
達
成
し
た
言
語
皐
の
知
見
に
よ
っ
て
出
来
し
た
『
切
韻
』
の
盟
系
、
等
韻
撃

の
鎧
系
に
よ
っ
て
こ
そ
、
形
成
さ
れ
深
化
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
皐
波
の
皐
聞
の
性
格
が
、
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
戴
震

と
い
う
男
の
生
い
立
ち
に
強
く
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人

物
は
、
徽
爾
の
故
郷
、
安
徽
省
徽
州
府
に
育
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
自
ら
の
詮

言
に
よ
れ
ば
、
十
代
も
半
ば
に
な
っ
て
始
め
て
経
書
に
出
禽
い
、
道
を
聞
く
に

志
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
字
面
す
ら
容
易
で
な
い
経
書
に
ど
う
取
り
掛
か

っ
て
行
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
摸
索
の
中
で
到
っ
た
の
が
、
有
名
な
、
文
字
か

ら
文
章
、
文
章
か
ら
告
知
内
容
へ
と
い
う
方
法
論
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
率
者

逮
が
、
大
旨
は
年
端
も
い
か
ぬ
う
ち
に
、
図
書
等
を
究
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

た
と
い
う
の
と
は
、
決
定
的
に
異
な
る
生
い
立
ち
に
由
来
す
る
、
彼
の
皐
間
的
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精
神
の
か
た
ち
と
強
烈
さ
が
、
同
時
代
の
人
々
に
強
い
印
象
を
輿
え
、
こ
の
時

代
の
皐
聞
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
い
て
大
き
な
力
を
渡
揮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
カ
リ
フ

H

ム
イ
ッ
ズ

|
|
イ
ス
マ
l
イ
l
ル
波
神
政
君
主
の
像
ー
ー
ー

菟

原

卓

551 

フ
ァ
!
テ
ィ
マ
朝
カ
リ
フ
H

ム
イ
ッ
ズ
の
言
動
を
記
録
し
た
、
カ

1
デ
ィ

l
・
ア

ン
・
ヌ
ウ
マ

l
ン
著
=
牛
豆
同
王
宮
司
ω
包
・
玄

5
3
2帥
ぺ
"
の
記
述
か

ら
は
、
現
寅
の
イ
ス
マ
l
イ
l
ル
波
イ
マ

1
ム
の
像
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

付
カ
リ
フ
の
個
人
的
能
力
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
は
皐
に
秀
れ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
超
人
間
的
な
資
質
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
カ
リ
ス
マ
的
資
質
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
寅
は
人
間
的

な
勉
皐
や
修
練
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
て
い
る
。

同
カ
リ
フ
の
園
家
内
に
針
す
る
姿
勢
を
み
れ
ば
、
彼
は
ま
ず
教
導
者
で
あ

る
。
カ
リ
フ
は
自
ら
信
徒
の
教
育
指
導
に
あ
た
り
、
彼
ら
の
精
一
科
的
向
上
と
理

論
武
装
を
促
す
。
ま
た
カ
リ
フ
は
信
徒
の
保
護
者
か
つ
救
済
者
で
あ
り
、
そ
れ

は
兵
艦
的
に
は
善
政
と
な
っ
て
願
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
カ
リ
フ
の
日
常
は
、
禁

欲
主
義
に
貫
か
れ
、
園
事
に
波
頭
す
る
生
活
で
あ
っ
た
。

同
封
外
的
に
は
、
カ
リ
フ
は
イ
ス
マ
l
イ
l
ル
仮
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
共
同
畿

の
統
一
を
め
ざ
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
、
非
イ
ス
ラ
ム
を
問
わ
ず
、
他
の
勢
力

に
射
す
る
ジ
ハ
l
ド
(
雲
戟
)
の
決
意
は
固
い
。
宮
廷
は
イ
ス
マ
!
イ

1
ル
波

数
宣
活
動
の
本
部
で
あ
り
、
理
想
的
カ
リ
フ
の
貫
在
こ
そ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
最

大
の
援
り
所
で
あ
っ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ス
ラ
ム

|
|
オ
ス
マ
ン
朝
末
期
ト
ル
コ
の
場
合
|
|新

井

政

美

近
代
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
な
い
し
イ
ス
ラ
ム
改
革
主
義
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
イ
ラ
ン
及
び
ア
ラ
ブ
地
域
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
多
く
の
場
合
、
反
一
帝一

園
主
義
運
動
が
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
と
ほ
と
ん
ど
同
義
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
、
民
族
運
動
の
指
導
者
が
同
時
に
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
に
射

し
て
ト
ル
コ
の
場
合
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
イ
ス
ラ
ム
の
批
判
を
浴
び
な
が
ら

成
長
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
に
よ
る
園
家
建
設
が
、
イ
ス
ラ
ム
を
徹

底
的
に
排
除
す
る
形
で
行
わ
れ
た
た
め
、
近
代
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム

は
、
せ
い
ぜ
い
ア
プ
デ
ユ
ル
ハ
ミ
ト
二
世
の
汎
イ
ス
ラ
ム
主
義
が
と
り
あ
げ
ら

れ
る
程
度
で
、
ト
ル
コ
人
が
寅
際
に
イ
ス
ラ
ム
の
改
革
に
員
剣
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
や
、
あ
る
い
は
、
ト
ル
コ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
ア
タ
テ
ユ
ル
ク
の
よ
う

に
イ
ス
ラ
ム
を
敵
視
す
る
態
度
を
と
っ
て
は
い
な
か
っ
た
黙
に
つ
い
て
は
、
と

り
た
て
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

本
日
の
褒
表
で
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
末
期
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
改
革
主
義
の
展

開
を
跡
寺
つ
け
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
オ
ス
マ
ン
人

一
般
の
イ
ス
ラ
ム

翻
と
、
そ
の
観
黙
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
剣
と
を
検
討
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
興
起
す
る
時
代
の
思
想
風
土
を
瞥
見
す
る
。
綴
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
の
反
批
判
刊
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
イ
ス
ラ
ム
観
、
及
び
イ
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